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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と；
　前記筐体の一端側に設けられる発光部と；
　前記発光部を覆って前記筐体の一端側に設けられるグローブと；
　一端側が前記グローブ内に突出するとともに他端側が前記発光部に対向して配設される
導光体と；
　前記筐体の一端側および前記導光体の他端側を覆うカバー部を有し、このカバー部の表
面に鏡面の反射面に設けられ、かつ、前記反射面は前記導光体の一端の中心から前記筐体
の一端側周縁部に亘る仮想線に沿ってその仮想線との隙間が０ｍｍ以上３ｍｍ以下となる
ように設けられているカバーと；
　前記筐体の他端側に設けられる給電部と；
　を具備することを特徴とするランプ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、導光体を用いたランプ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、透明なガラスグローブを用い、フィラメントが直接見える白熱クリア電球がある
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。この白熱クリア電球の点灯時には、ガラスグローブを透過して直接見えるフィラメント
から強い光が出ることで、きらめき感が得られ、照明の演出効果が得られる。
【０００３】
　また、筐体の一端側に、発光部を配設するとともに、この発光部を覆う透明なグローブ
を配設し、さらに、発光部に対向する導光体をグローブ内に突出させたランプ装置がある
。
【０００４】
　このランプ装置の場合、透明なグローブを通じて筐体の一端側や導光体の他端側が見え
てしまうと、外観が好ましくなく、また、導光体以外が光ると、きらめき感が再現され難
くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－３５７９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、外観がよく、白熱クリア電球が点灯しているような
きらめき感を再現することができるランプ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態のランプ装置は、筐体、発光部、グローブ、導光体、カバーおよび給電部を備
える。発光部は、筐体の一端側に設けられる。グローブは、発光部を覆って筐体の一端側
に設けられる。導光体は、一端側がグローブ内に突出するとともに他端側が発光部に対向
して配設される。カバーは、筐体の一端側および導光体の他端側を覆うカバー部を有する
。カバー部の表面に鏡面の反射面に設けられ、かつ、反射面は導光体の一端の中心から筐
体の一端側周縁部に亘る仮想線に沿ってその仮想線との隙間が０ｍｍ以上３ｍｍ以下とな
るように設けられている。給電部は、筐体の他端側に設けられる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、外観がよく、白熱クリア電球が点灯しているようなきらめき感を再現
することが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態を示すランプ装置の断面図である。
【図２】同上ランプ装置の側面図である。
【図３】同上ランプ装置の斜視図である。
【図４】同上ランプ装置の導光体およびカバーの斜視図である。
【図５】同上導光体およびカバーの分解状態の斜視図である。
【図６】同上導光体の導光柱の側面の角度と導光体からの光の取出効率との関係を示すグ
ラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、一実施形態を、図１ないし図６を参照して説明する。
【００１１】
　図１ないし図３に、ランプ装置10を示す。ランプ装置10は、一般照明用白熱電球用のソ
ケットに装着して使用可能な電球形ランプであって、比較的小形のミニクリプトン電球形
ランプである。
【００１２】
　ランプ装置10は、筐体11を備えている。この筐体11の一端側に、放熱板12、発光モジュ
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ール13、導光体14、カバー15、およびグローブ16が配設され、また、筐体11の内部にケー
ス17および電源部18が配設され、また、筐体11の他端側に給電部19が配置されている。な
お、ランプ装置10は、グローブ16から給電部19に亘って仮想の中心軸（ランプ軸）を有し
、その中心軸のグローブ16側を一端側、給電部19側を他端側という。
【００１３】
　そして、筐体11は、金属材料によって形成されている。例えば、筐体11はアルミダイカ
スト製である。筐体11は、一端側の径が他端側の径よりも大きく、一端側から他端側に向
けて縮径する円筒状に形成されている。筐体11の内部には、一端側および他端側に開口す
る空洞部が形成されている。筐体11の一端面には、放熱板12の周辺部が載置される載置面
22が形成され、この載置面22にカバー15、発光モジュール13および放熱板12を一体に共締
め固定するための複数のねじ23が螺着する複数のねじ孔24が形成されている。載置面22の
周辺から環状の突出部25が突設され、この突出部25の先端内周から環状の取付縁部26が突
設されている。
【００１４】
　また、放熱板12は、例えばアルミニウムなどの金属材料によって略円板状に形成されて
いる。放熱板12の一端面に発光モジュール13が熱伝導可能に接触され、放熱板12の他端面
の周辺部が筐体11の載置面22に載置されて熱伝導可能に接触される。放熱板12の周辺部に
は、ねじ23が挿通する挿通溝29が形成されているとともに、発光モジュール13と電源部18
とを電気的に接続するための配線を通す配線溝（図示せず）が形成されている。
【００１５】
　また、発光モジュール13は、基板33、およびこの基板33の表面に設けられた発光部34を
有している。本実施形態では、ＣＯＢ（Chip On Board）モジュールが用いられている。
このＣＯＢモジュールは、基板33、この基板33に実装された複数の発光素子（ＬＥＤチッ
プ）35、これら発光素子35の周囲を囲む枠部36、および枠部36内に発光素子35を封止する
ように充填された蛍光体層37を備えている。そして、蛍光体層37の表面が発光部34として
構成されている。発光部34は、四角形または円形に形成されている。
【００１６】
　基板33は、平板状で、一端面には複数の発光素子35を電気的に接続する配線パターンが
形成されている。基板33は、絶縁材料または金属材料で形成されている。基板33が金属材
料の場合には、基板33の表面に絶縁膜が形成され、この絶縁膜上に配線パターンが形成さ
れている。基板33の周辺部には、ねじ23が挿通する挿通溝38が形成されている。また、基
板33の一端面の中央に発光部34が配設され、基板33の一端面の周辺部にたとえばコネクタ
などの電気部品39が配置されている。この電気部品39は、配線パターンに電気的に接続さ
れている。
【００１７】
　なお、発光部34は、表面実装形のＬＥＤパッケージ、あるいはＬＥＤ以外の例えば有機
ＥＬなどで構成してもよい。
【００１８】
　また、図１ないし図５に示すように、導光体14は、透明で、耐熱性、および弾性変形可
能な柔軟性を有する例えばシリコーンゴムなどのゴム質素材によって形成されている。
【００１９】
　導光体14は、円柱状の導光柱41を備えている。導光柱41の一端（以下、先端ともいう）
はグローブ16内に突出され、導光柱41の他端側はカバー15に固定されているとともにこの
導光柱41の他端面が発光部34に所定の隙間をあけて対向されている。
【００２０】
　導光柱41の他端面には、発光部34から放射される光が導光柱41に入射する入射面42が形
成されている。
【００２１】
　導光柱41の先端面には凹部43が形成され、この凹部43の表面にプリズム44が形成されて
いる。そして、導光柱41の先端側には、入射面42から入射して導光柱41内を導光される光
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を導光柱41の外部に放射する光放射部45が形成されている。この光放射部45では、導光柱
41内を導光される一部の光がプリズム44で反射して導光柱41の周面から出射されるととも
に、導光柱41内を導光される一部の光がプリズム44を透過して導光柱41の先端面から出射
される。したがって、光放射部45は凹部43およびプリズム44が設けられる導光柱41の先端
側で構成されており、この光放射部45からは導光柱41の軸方向に対して交差する側方、導
光柱41の一端方向である先端方向、導光柱41から筐体11の側方へ向けた後方向を含む広い
方向に向けて光が放射される。この導光柱41の光放射部45から放射される光により、白熱
クリア電球が点灯しているような、きらめき感が再現される。きらめき感とは「光が美し
くきらめいて光っているように見えること」という意味で用いられている。
【００２２】
　さらに、導光柱41の光放射部45の直径d1は、きらめき感を再現するうえで細いことが好
ましく、例えば４～９ｍｍの範囲が好ましい。なお、光放射部45の全域が、同じ直径d1に
形成されている。
【００２３】
　導光柱41の入射面42の直径d2は、発光部34からの光の入射光率の向上、および高出力化
に伴う発光部34の大面積化に対応するために、発光部34の直径よりも大きいとともに光放
射部45の直径d1よりも大きいことが好ましい。すなわち、導光柱41は、一端側の直径d1よ
りも他端側の直径d2が大きい円錐状に形成されている。導光柱41の側面は、導光柱41の中
心軸（光軸）ｚに対する角度θが８°～２２°の範囲となるように傾斜されている。
【００２４】
　導光柱41の他端側の周囲、すなわち入射面42の領域の周囲に、フランジ状の縁部46が突
設されている。
【００２５】
　さらに、導光柱41の先端は、グローブ16内の軸方向の中央域に突出されている。グロー
ブ16内の軸方向の中央域は、グローブ16内の軸方向の中心、およびその中心付近を含む。
【００２６】
　導光柱41の凹部43は、凹部43の中心において導光柱41の先端からの深さが最も深くなる
ように形成されている。
【００２７】
　プリズム44は、導光柱41の中心軸ｚから外側（円周方向）に向かって放射状に形成され
ている。具体的には、プリズム44は、稜線44aおよび両側の谷44bを有する断面三角形状に
形成され、導光柱41の周方向に沿って複数配列されるとともに、それぞれ導光柱41の中心
軸ｚから放射状に設けられている。
【００２８】
　また、カバー15は、絶縁性および遮光性を有する例えば樹脂材料によって形成されてい
る。カバー15は、中央の頂部が一端側に突出する円錐状のカバー部（遮光部）48を有し、
筐体11の一端側に取り付けられて、その筐体11の一端側、発光モジュール13、および導光
体14の他端側などを覆う。
【００２９】
　カバー部48の中央には、導光体14が挿通される挿通孔49が形成されているとともに、カ
バー部48の中央の他端側には、挿通孔49に挿通された導光体14の他端側を固定する固定部
50が設けられている。
【００３０】
　固定部50は、カバー部48の挿通孔49の縁から他端側へ向けて突出する断面略Ｌ字形の突
部51、およびこの突部51の内側間に設けられ導光柱41の他端側の縁部46を嵌合する溝部52
を有している。
【００３１】
　突部51は、一対であり、挿通孔49を中心とした対称位置に、先端部51aが互いに接近す
るように、互いに対向して配設されている。突部51の先端部51a間の距離である開口径d3
は、導光柱41の入射面42の直径d2よりも大きく、かつ、縁部46の直径d4よりも小さく設け
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られている。なお、突部51は、挿通孔49の全周に亘って設けられていてもよい。
【００３２】
　溝部52は、一対の突部51の互いに対向する内側面に形成されている。導光柱41の軸方向
に対応する方向の溝部52の幅は縁部46の厚みと同程度に形成され、溝部52の互い対向する
距離である開口径は縁部46の直径d4と同程度に設けられている。
【００３３】
　そして、カバー部48の他端側から挿通孔49に導光柱41の先端側を押し込みながら、導光
体14の弾性変形を利用して縁部46を溝部52に嵌め込むことができる。縁部46を溝部52に嵌
め込んだ状態で、導光体14がカバー15に位置決め固定される。なお、導光体14とカバー15
とは接着剤で接着し、固定を確実にしてもよい。
【００３４】
　カバー15の周辺部には、ねじ23がそれぞれ挿通される複数の取付孔53が形成されている
。カバー15の他端側には、発光モジュール13の基板33に当接する当接部54が形成されてい
る。
【００３５】
　さらに、カバー部48の一端側の面である表面は、反射面55に形成されている。この反射
面55は、例えば金属膜の蒸着によって鏡面に形成されている。反射面55は、導光体14の一
端の中心すなわち凹部43の中心から筐体11の一端側周縁部すなわち取付縁部26の内周側の
角部に亘る仮想線56を引いた場合に、その仮想線56に沿って設けられている。本実施形態
では、反射面55は仮想線56と平行である。なお、仮想線56に沿って設けられる反射面55は
、仮想線56と平行であることに限らず、仮想線56に対して多少の傾斜や湾曲があるものも
含まれる。また、反射面55は、仮想線56上、あるいは仮想線56よりも他端側に配設されて
いる。そして、反射面55と仮想線56との隙間ｓは、０ｍｍ以上３ｍｍ以下が好ましい。
【００３６】
　また、グローブ16は、光透過率が９５％以上の透明な材料によって形成されている。透
明な材料としては、樹脂やガラスが用いられる。グローブ16は、中空状の半球形状に形成
され、他端側が開口されている。グローブ16は、グローブ16の他端側には、筐体11の取付
縁部26の内側に嵌合される嵌合部58が突設されているとともに、取付縁部26に引っ掛かる
複数の係止爪（図示せず）が突設されている。グローブ16は、筐体11に例えばシリコーン
接着剤などで接着固定される。そして、グローブ16の軸方向の中央領域に、導光体14の先
端の光放射部45が配置されている。
【００３７】
　また、ケース17は、絶縁性を有する樹脂材料によって円筒状に形成されている。ケース
17は筐体11に一端側から挿入され、筐体11の他端側から突出するケース17の他端側に固定
リング61が取り付けられることにより、ケース17が筐体11に固定される。ケース17の他端
側には給電部19が取り付けられる。ケース17内の対向する２箇所には、一対の基板保持部
62が中心軸に沿って形成されている。
【００３８】
　また、電源部18は、給電部19から入力する交流電源を所定の直流電源に変換して発光モ
ジュール13の発光素子35に供給する。電源部18は、電源基板65、およびこの電源基板65に
実装された複数の電子部品（図示せず）を有している。電源基板65は、ケース17の一端側
から、一対の基板保持部62間に挿入され、ケース17に保持されている。そして、電源部18
の交流電源の一対の入力部は配線によって給電部19に電気的に接続され、電源部18の直流
電源の一対の出力部は配線によって発光モジュール13のコネクタに電気的に接続されてい
る。
【００３９】
　また、給電部19は、例えばＥ１７などの一般照明白熱電球用のソケットに接続可能な口
金が用いられている。なお、給電部19は、口金に限らず、ランプ種類によっては一対のピ
ンでもよい。
【００４０】
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　そして、本実施形態のランプ装置10の作用を説明する。
【００４１】
　ランプ装置10の組立時において、筐体11にケース17や電源部18を組み込むとともに、筐
体11の一端側に放熱板12および発光モジュール13を配置し、電源部18と発光モジュール13
のコネクタとを配線で接続する。
【００４２】
　その後、予め導光体14が固定されているカバー15を発光モジュール13に被せ、ねじ23を
カバー15の取付孔53、発光モジュール13の基板33の挿通溝38および放熱板12の挿通溝29を
通じて筐体11のねじ孔24にねじ込むことにより、筐体11に対してカバー15、発光モジュー
ル13の基板33および放熱板12を共締め固定し、基板33および放熱板12を筐体11に熱的に結
合する。
【００４３】
　カバー15を筐体11に固定することにより、カバー15に固定されている導光体14の入射面
42が発光部34に対向する所定の位置に位置決め配置される。そして、組立状態では、導光
体14の入射面42と発光部34との間には僅かな隙間があり、導光体14の入射面42に対向する
領域内に発光部34が位置する関係となる。
【００４４】
　そして、ランプ装置10は、給電部19を照明装置の一般照明用白熱電球用のソケットに接
続して使用する。
【００４５】
　交流電源がソケットを通じてランプ装置10に供給されると、電源部18が交流電源を所定
の直流電源に変換して発光素子35に供給する。これにより、発光素子35が発光し、発光部
34から光が放射される。
【００４６】
　発光部34から放射される光は、入射面42から導光柱41内に入射し、導光柱41内を光放射
部45へ向けて導光される。光放射部45に導光された光の一部はプリズム44で反射して導光
柱41の周面から放射されるとともに、光放射部45に導光された光の一部はプリズム44を透
過して導光柱41の先端面から放射される。したがって、導光柱41の光放射部45からは、導
光柱41の先端方向、導光柱41の軸方向に対して交差する横方向、導光柱41から筐体11の側
方へ向けた後方向を含む広い方向に光が放射される。導光柱41の光放射部45から放射され
た光は、グローブ16を透過し、照明空間に照射される。
【００４７】
　プリズム44での光の反射は、プリズム44の面に入射した光がそのまま導光柱41の周面か
ら放射されたり、プリズム44の一方の面に入射した光が他方の面に反射して導光柱41の周
面から放射される。
【００４８】
　ところで、導光柱41の凹部43の表面にプリズム44を設けず、その凹部43を円弧凹面ある
いは円錐凹面とするとともに、凹部43の表面にアルミ蒸着膜を形成した場合にも、導光柱
41の先端部が光るように見え、きらめき感を再現することができるが、アルミ蒸着膜の反
射率は８５～８８％程度であり、反射損が大きく、ランプ装置10の効率が低くなることが
ある。
【００４９】
　それに対して、導光柱41の凹部43の表面にプリズム44を設けることにより、アルミ蒸着
膜が無くても光を反射させることができるとともに、プリズム44による反射損はアルミ蒸
着膜による反射損に比べて少なく、ランプ装置10の効率を高くできる。しかも、導光体14
が複数のプリズム44を備えることにより、ランプ装置10のグローブ16をどの方向から見て
も、きらめき感を再現することができる。
【００５０】
　このように、本実施形態のランプ装置10は、白熱クリア電球が点灯しているような、き
らめき感を再現することができる。
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【００５１】
　導光柱41の光放射部45の直径d1が４～９ｍｍであると、光の取出効率が高く、きらめき
感を再現することができる。すなわち、導光体14の直径d1が４ｍｍより細いと、それに応
じて入射面42の面積が小さくなり、発光部34からの光が入射面42に入射しにくくなって、
光放射部45から放射する光の取出効率が低下し、また、導光柱41の光放射部45の直径d1が
９ｍｍよりも太いと、光放射部45が大きくなり、きらめき感が低下する。
【００５２】
　また、導光柱41は一端側の直径d1よりも他端側の直径d2が太く、導光柱41の側面は導光
柱41の中心軸（光軸）ｚに対する角度θが８°～２２°の範囲で傾斜されているため、明
るく、きらめき感を再現することができる。
【００５３】
　ここで、発光部34を一辺が６．２ｍｍの正方形とし、導光柱41の光放射部45の外径d1を
７ｍｍとし、導光柱41の軸方向の長さを７．８ｍｍとし、角度θを変えて導光柱41の光放
射部45から取り出される光の取出効率を測定した結果を図６に示す。その結果、角度θが
８°～２２°の範囲で高い効率が得られた。角度θが８°よりも小さいと、入射面42の面
積を十分に大きくすることができず、導光柱41への入射効率が低下し、それによって光放
射部45から放射する光の取出効率が低下する。また、角度θが２２°よりも大きいと、導
光柱41内を導光する光が導光柱41の表面との境界面に入射する際の入射角が小さくなり、
その境界面で光が反射されずに透過してしまうため、導光柱41の途中で外部に放射されて
しまう光が多くなり、導光柱41での導光効率が低下し、それによって光放射部45から放射
する光の取出効率が低下する。したがって、角度θは８°～２２°の範囲とすることによ
り、入射面42への入射効率、および導光効率がそれぞれ高く、光放射部45から放射する光
の取出効率が高くなる。
【００５４】
　また、カバー15のカバー部48で筐体11の一端側および導光体14の他端側を覆うため、透
明なグローブ16を用いていても、外観がよく、しかも、発光部34と導光体14との間から外
へ漏れる光を遮光し、導光柱41の光放射部45のみを光らせ、きらめき感を再現することが
できる。
【００５５】
　さらに、カバー部48の一端側の面である表面は、鏡面の反射面55に形成されている。こ
の反射面55は、導光体14の一端の中心すなわち凹部43の中心から筐体11の一端側周縁部す
なわち取付縁部26の内周側の角部に亘る仮想線56を引いた場合に、その仮想線56に沿って
設けられている。そのため、導光柱41の光放射部45から放射された光のうち、カバー15の
反射面55へ向かった光は、反射面55で反射して筐体11の一端側の内側に入射し、グローブ
16の外へは出射しにくくなる。これにより、カバー15が光って見えるのを防止し、導光柱
41の光放射部45のみを光らせ、きらめき感を再現することができる。
【００５６】
　さらに、仮想線56と反射面55との隙間ｓは、０ｍｍ以上３ｍｍ以下が好ましい。隙間ｓ
が０ｍｍより小さいと、つまり仮想線56よりも反射面55が一端側に突出していると、反射
面55で反射した光がグローブ16の外へ出射し、見る方向によってはカバー15が光って見え
る。また、隙間ｓが３ｍｍよりも大きいと、光の損失が増加し、ランプ装置10が大形化す
る。
【００５７】
　また、カバー15は、挿通孔49に挿通された導光体14の他端側を固定部50で固定するため
、発光部34に対向する導光体14の他端側を位置決めし、発光部34と導光体14の他端側との
位置関係を一定にできる。これにより、発光部34から導光体14に入射する入射効率が高く
、その状態を維持することができ、導光体14の光放射部45から放射される光出力を安定さ
せることができる。
【００５８】
　さらに、カバー部48の他端側から挿通孔49に導光柱41の先端側を押し込みながら、導光
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体14の弾性変形を利用して縁部46を溝部52に嵌め込むことができ、組立性を向上できる。
【００５９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００６０】
　10　　ランプ装置
　11　　筐体
　14　　導光体
　15　　カバー
　16　　グローブ
　19　　給電部
　34　　発光部
　48　　カバー部
　55　　反射面
　56　　仮想線

【図１】 【図２】
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